
基準値 目標値 達成

12年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 32年度

24.8 33.9 37.9 37.5 38.6 － 46

- - - - -

基準 目標 達成

12年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 32年度

10.0 14.1 14.9 15.3 15.2 － 17

- - - - -

基準 目標 達成

12年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 32年度

56 22 18.8 19.2 17.4 － 17

- - - - -

施策の分析

平成２５年度実施施策に係る政策評価書
（環境省２５－⑭）

施策名 目標４－１　国内及び国際的な循環型社会の構築

施策の概要
循環型社会形成推進基本計画等を着実に施行して国内における循環型社会の構築を図るとともに、３Ｒ
イニシアティブに基づいて国際的な循環型社会構築を図る。

達成すべき目標
循環型社会形成推進基本計画に基づき定められた、資源生産性の向上、循環利用率の向上、廃棄物最
終処分量の削減等の目標を達成するとともに、３Ｒイニシアティブに基づき国際的に３Ｒを推進することに
より、循環型社会の形成をめざす。

施策の予算額・執行額等

区分 23年度 24年度 25年度 26年度

予算の
状況
（百万
円）

当初予算（a） 640 725 682 679

補正予算（b） - - - -

繰越し等（c） - - （※記入は任意）

合計（a＋b＋c） 640 725 （※記入は任意）

執行額（百万円） 589 606 （※記入は任意）

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

インフラ輸出戦略(平成２６年６月３日)　　第２章４．（４）　２ポツ目　　ｐ２４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３章　１ 国別取組　７ポツ目　　　ｐ３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３章　４　大洋州　現在の取組状況　１ポツ目　ｐ３４

測定指標

資源生産性（ＧＤＰ÷天然資源投
入量）（万円/トン）

実績値

○

年度ごとの目標値

循環利用率（循環利用量
÷総物質投入量）（％）

施策の進捗状況（実績）

○

年度ごとの目標

廃棄物最終処分量
（百万トン）

施策の進捗状況（実績）

○

評
価
結
果

目標達成度合いの
測定結果

（各行政機関共通区分） ②(目標達成)

（判断根拠）

循環利用率、廃棄物最終処分量の目標値については、「第二次循環型社会
形成推進基本計画」（平成20年３月閣議決定）で設定した平成27年度目標を
平成20年度時点で達成している。また、資源生産性については、平成21年度
以降横ばい傾向にあるものの、目標値に近い実績値であることから、施策の
進展が見られる。（なお、達成度合いは、平成12年度から平成32年度目標に
向けて、各指標の値が線形に推移することを想定した場合の、平成23年度の
値を基準に判断している。平成27年度目標値：資源生産性：42万円/トン、循
環利用率：14～15％、最終処分量2,300万トン）

測定指標の中で、未だ平成27年度目標値を達成していない資源生産性は、GDPを我が国に投入される天
然資源等投入量で割った値であり、日本全体の経済と資源の動向を把握するためのものであるため、循
環型社会の形成に向けた個々の取組がどの程度目標の達成に貢献しているのかの判断が難しい。この
ため、同目標値の達成状況については、同じく第三次循環型社会形成推進基本計画において設定されて
いる取組指標（循環型社会ビジネス市場規模、国民の意識・行動に係る指標等）の実績値等にも留意す
る必要がある。

次期目標等への
反映の方向性

【施策・測定指標】 第三次循環型社会形成推進基本計画（平成25年５月閣議決定）中の指標の
妥当性及び指標と実際の取組の関連性については毎年度中央環境審議会
循環型社会部会等において検討を行っており、今後も引き続き同基本計画の
指標・目標の妥当性及びその進捗状況についての評価点検を行いながら、同
基本計画の取組の着実な進展を図る。その際、ＵＮＥＰ国際資源パネル等に
おいて議論されている物質フロー指標の質の向上、国際的な比較に向けた
データ整備の取り組み等の国際的な議論を踏まえつつ、当該指標の設定の
妥当性等についても検討していく。

学識経験を有する者の知
見の活用

・第三次循環型社会形成推進基本計画中の指標について検討する循環基本計画に係る指標等に関する
検討会等を設置し、指標・目標の妥当性等について専門家の知見を伺った。また、基本計画に記載され
た施策（２Ｒ（リデュース（廃棄物等の発生抑制）及びリユース（再使用））に係る施策、地域循環圏に係る
施策等）についても、取組を進展させるための方策等について検討会を設置し、専門家の知見を伺った。

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

「第二次循環型社会形成推進基本計画」（平成20年３月閣議決定）
「第三次循環型社会形成推進基本計画」（平成25年５月閣議決定）、「循環型社会形成推進基本計画に
係る物質フロー及び指標について」（平成26年３月環境省廃棄物・リサイクル対策部循環型社会推進室）

担当部局名

大臣官房廃棄物・リ
サイクル対策部企画

課
循環型社会推進室

　作成責任者名
　 （※記入は任意）

循環型社会
推進室長

政策評価実施時期 平成26年6月

別紙２

各行政機関共通の５段階区分を記入


